
Ⅰ．持続可能な四国 �

◎2022年に人口３６３万人を維持	

中期展望（2022年を視野）	 目標（中期的成果指標）	

中期ビジョン	

四国地区　地域総合戦略（概略版）	

主な施策	

　　　　　　総合戦略（２０１７年）	

ＫＰＩ	

四国は遍路文化とともに培われてきた「お接
待の心」という地域固有の利他の精神文化
により、思いやりの心を育んできました。そ
の一方で経済規模が小さく、未完成のインフ
ラ整備などの生産性の低さに加え、少子高
齢化・人口減少社会の到来など、日本が抱
える大きな社会問題がいち早く訪れる地域
でもあり、課題解決に繋がる新たなモノと幸
せになるための新たな尺度を生み出すこと
が求められています。私たちは正しい根拠
を基に、これらの課題を正面から受け止め、
四国固有の文化や里山資源、産業を磨き上
げるとともに、独自の精神性と産業競争力を
持った四国を目指さなければなりません。	

背景・目的	

人口に対する目標	
①官民共同による雇用と所得創出による
新しい「ひと」の流れをつくる	
・社会減５％縮小と自然減の３％縮小	

①各ブロックにおいて社会減
の縮小に寄与する事業数	
→４事業	

①各ブロック協議会によるJC版地域総合戦略策定
の推進	

①東京の一極集中を是正し、地方からの人
口流出に歯止めをかけるため	

産業に対する目標	
③生産性を向上し、防災安全保障を向上
するインフラ投資の促進	
・四国新幹線の整備計画への格上げ	

③四国新幹線整備計画格上
げを要望する署名数	
→４万人	
	

③四国新幹線整備計画の市民の機運の高まりを目
指す運動の企画・実施	

③ヒトやモノの往来を活性化するともに防
災安全保障を構築し、需要を創出して、デフ
レ脱却するため	

教育に対する目標	
⑤時代の変化に対応した国民の自由と権
利と命を護るための憲法改正輿論の確立	
・憲法改正が必要と考える割合→７０％	

⑤憲法改正輿論喚起の確立
に向けた事業数及び参加者
数→４事業９８５人　模擬国民
投票→３０００人	

⑤憲法改正輿論の確立に向けた事業の企画・実施	 ⑤憲法改正発議の条件が整ったことを踏ま
え、時代の変化に対応した憲法改正輿論を
確立するため	

人口に対する目標	
②若者や女性が多様なライフステージを
通じて、働き続けられる環境づくり	
・四国内の新設事業所数３％増	

	

②若者や女性の創業者・創
業希望者をつなぐ事業	
→１事業	

②若者や女性の創業支援や社会活躍の推進に向
けた事業の調査・研究・発信	

②出生率と生産人口に大きくかかわる若者
や女性の雇用創出と多様な価値観に対応
する働き続けられる環境づくりが必要なため	

産業に対する目標	
④「四国遍路の世界遺産登録」と「サイクリ
ングアイランド四国」を生かした観光資源づ
くりによる交流人口の拡大及び地域産業の
活性化	
・四国の主要観光地入り込み数→５％増	

④四国遍路をサイクリングで
まわるツアーPR動画発信対
象者数→JCメンバー１２００
人・市民１２００人	
PV数１００００PV	

④四国８８サイクリング事業の企画・実施	 ④ひとの流れの創出がしごとの創出になる
好循環を生み出すため	
	

教育に対する目標	
⑥スポーツによる地域間交流を通じた人材
育成	
・スポーツ人口５％増	

⑥ブロック予選の開催数	
→４ブロック	

⑥JCカップU−１１少年少女サッカー大会の実施	 ⑥スポーツによるLOMの地域連携の強化
のため	

社会に対する目標	
⑦地域から最も信頼され、地域課題を解決
できる政策立案実行団体としてのLOMの確
立	
・自治体の地域総合戦略に貢献する対象事
業→２８事業	

⑦参加理事長数	
→１００％	

⑦LOMを政策企画実行団体とするための、地域の
課題と解決成功事例の共有を行う四国理事長サ
ミットの開催	

⑦理事長同士の情報交換、情報共有によ
る、地域課題を解決する生きた知識を持つ
ことが必要なため	

社会に対する目標	
⑧地域リーダーの育成と人間力開発を最
も得意とする青年会議所会員の増強	
・会員数５％増（２０１６年比）	

⑧ブロック内の拡大戦略会
議→４会議	

⑧LOMの会員拡大を支援し組織を強化する	 ⑧地域に変革をもたらすリーダーを増やし、
LOMの発展を支援するため	

Ⅰ．四国の独自性の精神性と産業競争力

の強化�

◎四国新幹線の実現と四国遍路

文化を生かした新たな産業の

創出	

Ⅰ．地域に必要とされるJAYCEEの育成�

◎2022年に会員１３７８名の達成	

固有の文化と新たな価値観による	
イノベーション溢れる四国の実現	

四国地区担当常任理事	
帽子　大輔	

Ⅰ．真の主権者意識の醸成�

◎国を支える主権者意識を持った

市民の創造	


